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（１）事業目的

１．事業概要

－ １ －

■一般国道１９号桜沢改良は、長野県塩尻市大字贄川から同市大字宗賀に至る延長２．１kmのバイパスであり、局所的な防

災対策事業として現道の防災課題箇所を回避し、利用者の安全・安心な走行を目的に計画された道路です。

■現道区間には、要対策箇所が３箇所あり、平成２６年２月に雪崩による通行止めが発生、線形不良による交通事故の多発

などの課題があります。

さくらざわ

至 名古屋

至 松本

桜沢改良

←現道

【位置図】

凡例

桜沢改良

高規格幹線道路

一般国道（直轄）

桜 沢 改 良 の 全 体 位 置 図
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一般国道19号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ

至

名
古
屋

至

松
本

ＪＲ中央本線奈良井川

（
起
点
）長
野
県
塩
尻
市
大
字
贄
川

（
終
点
）長
野
県
塩
尻
市
大
字
宗
賀

し
お
じ
り

に
え
か
わ

し
お
じ
り

そ
う
が

岩石崩壊擁壁 雪崩

凡例

桜沢改良
一般国道
主要地方道
要対策箇所

開通済 未開通

雪崩による通行止め
（Ｈ２６．２）

Ｈ31.3撮影



１．事業概要

－ ２ －

一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ
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事業名
一般国道１９号

桜沢改良

道路規格 第３種第２級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 完成２車線

事業化 平成１９年度

計画交通量 １１，４００台／日

用地着手年度 平成２１年度

工事着手年度 平成２４年度

延長 ２．１ｋｍ

前回の再評価 平成２８年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 １０５億円（１５億円増）

標 準 断 面 図

トンネル部土工部

橋梁部

完成供用

凡例

桜沢改良
一般国道
主要地方道

未開通開通

（２）計画概要

10,300台/日

トンネル延長 1,498ｍ



２．評価の視点

－ ３ －

■現道には、急傾斜地の崩壊・落石等の危険性がある要対策箇所が３箇所、道路災害の危険要因がある防災カルテ箇所が４箇
所存在します。

■また、大雪による雪崩や土石流発生など、計５回の被災履歴があり、平成２６年２月の大雪による雪崩では、現道が２７時間にわ
たり全面通行止めとなりました。

■当該区間には、線形不良箇所が複数存在し、この線形不良箇所周辺での交通事故が発生しています。
■桜沢改良の整備により、現道の課題箇所を回避し、安全性・信頼性の高い道路ネットワークを構築します。

至

岐
阜
市

（１）事業の必要性に関する視点
①現道の状況（要対策箇所、災害履歴、線形不良箇所）

写真③
Ｃ：要対策箇所 （擁壁）

写真①
H18.7 大出水・冠水/土石流発生

約４時間全面通行止め

写真④
Ｂ：要対策箇所（岩石崩壊）

写真②
Ｈ26.2 大雪による雪崩発生

約２７時間全面通行止め

◆国道19号の要対策箇所、災害履歴、線形不良

◆被災状況 ◆要対策箇所の状況

F：防災カルテ箇所
（土石流）

至

名
古
屋

至

松
本

E：防災カルテ箇所
（擁壁）

D：防災カルテ箇所
（擁壁）

H10.1大雪による
雪崩発生
対策済み

H13.2大雪による
雪崩発生
対策済み

G：防災カルテ箇所
（盛土）

C：要対策箇所
（擁壁）（写真③）

H18.7大雨による
土砂災害（写真①）

対策済み

H13.1大雪による
雪崩発生
対策済み

Ａ：要対策箇所
（雪崩）（写真②）

B：要対策箇所
（岩石崩壊）（写真④）

H26.2大雪による
雪崩発生（写真②）

対策予定

凡例

要対策箇所
防災カルテ箇所
災害発生箇所
線形不良箇所
（R＜120）

Ｒ＝９０

Ｒ＝１００

Ｒ＝７５

Ｒ＝１００



２．評価の視点

－ ４ －

（１）事業の必要性に関する視点
②日常生活への影響

■当該区間の利用交通約１０，０００台／日の内大型車が約３割を占め、その内約７割が長野県外の長距離輸送車両であるなど、

当該区間は広域交通の重要な路線です。当該区間にて通行止めが発生した場合、大きく迂回が必要となります。

■国道１９号（塩尻市桜沢地区）通行止め発生時の迂回ルート

43km

60km
凡例

通常ルート
迂回ルート

■当該区間の大型車の出発地・目的地内訳

出典：国道19号 商用車プローブデータ（H26.1）

生活に支障をきたします。

■木祖村や木曽町の住民の１～２割（平日約１，８００人、休日約２，５００人）が、買物や通勤・通学で松本・塩尻方面へ移動して

います。

■住民の移動手段の約８割が自家用車であり生活道路である国道１９号の当該区間の通行止めは日常生活に支障をきたします。

■木祖村・木曽町住民の松本・塩尻方面への行動割合

出典：H22国勢調査

H26.2.14 大雪による雪崩発生状況

③広域交通への影響

雪崩発生により国道19号は
約２７時間にわたり全面通行止め

平日２０％
休日２４％

平日１１％
休日１７％

桜沢改良

日常生活で松本・塩尻方面
への日常の移動は必須

その他
5%バス

4%

鉄道
14%

自家用車
77%

出典：住民アンケート調査

木曽大橋交差点

高出交差点

人口2,775人

人口11,076人

■木祖村・木曽町住民の移動手段

長野県内
33%

その他
67%

長野県⇔東海
50%

長野県外への
長距離輸送

約7割

長野県
⇔関東・北陸

7%

長野県⇔関西
3%東海⇔関東・北陸

7%

災害による通行止め
【桜沢地区】



■木曽地域は多くの観光資源を有しており、年間２８８万人の観光客が来訪し、観光消費額は年間約９６億円です。

■当該区間が災害等による通行止めとなった場合、松本方面からの来訪が困難となり、損失が想定されます。

■桜沢改良により、災害に強い観光軸を確保し、木曽地域の更なる観光活性化を支援します。

２．評価の視点

－ ５ －

（１）事業の必要性に関する視点
④観光への影響

362 364
302 284 287 288

0

100

200

300

400

H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万人）

出典：H29観光地利用者統計（長野県）の観光消費額と
H23観光地でのヒアリング調査結果から方面別の観光消費額を算出

桜沢改良
出典：観光地利用者統計（長野県）

木曽福島（木曽町）

木曽路-奈良井宿（塩尻市）

通行止めとなった場合、
松本方面からの来訪が困難となる

木曽地域全体で
年間２８８万人の観光客

観光消費額年間約９６億円

■国道１９号沿線に集中する観光スポットと観光消費額 ■木曽地域の観光客数の推移

赤沢自然休養林（上松町） 妻籠宿（南木曽町）

至 松本

至 名古屋

阿寺渓谷・のぞきど（大桑村）

約４０億円/年

約５６億円/年

な ら い じゅく

あてら けいこく

つまごじゅく

しおじり

きそふくしま きそ まち

あげまつまち

おおくわ

なぎそ まちあかさわしぜんきゅうようりん

き そ じ



３．事業の進捗及び見込みの視点

－ ６ －

区間 桜沢改良

備考

【用地取得率】
１００％ ⇒ １００％
（Ｈ２７年度末 ⇒ Ｈ３０年度末）

【事業進捗率】
約１７％ ⇒ 約５３％
（Ｈ２７年度末 ⇒ Ｈ３０年度末）

H28.11撮影

事業の進捗の見込み状況

■長野県塩尻市大字贄川から長野県塩尻市大字宗賀（延長２．１ｋｍ）は、早期開通に向けて工事を推進します。

完成供用
凡例

桜沢改良
一般国道
主要地方道

未開通開通

R1.6撮影

２１

一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ
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２

１

１

前回評価時（Ｈ２８再評価時） 今回評価時（Ｒ１再評価時） 前回評価時（Ｈ２８再評価時） 今回評価時（Ｒ１再評価時）

２

H28.11撮影 R1.6撮影

至 松本

至 名古屋 至 松本

至 名古屋

1号橋
2号橋



■事業費増加の要因

事業費増額の要因 増額

①トンネル掘削箇所の支保パターンの変更等

・掘削を進めた結果、地質が脆弱であり、支保パターンの変更及び切羽の安全対策が必要となった。
１５億円

【詳細資料１】

４．事業費の見直しについて

－ ７ －

・支保パターン変更等による増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５億円



掘削面積 77m2

【桜沢トンネル（仮称）】

①トンネル掘削箇所の支保構造の変更 ＋１５億円

■ボーリング調査及び弾性波探査等の結果より、支保パターンＣおよびＤとして計画していた。
■トンネルの掘削にあたり、切羽判定委員会を設置し、地質の変化点等において切羽の圧縮強度や風化の状況等の評価を

行ったところ、支保パターンの変更（ＣⅡ→ＤⅠ）が必要となった。
■地山条件が悪く、切羽が自立しない箇所において、鏡吹付けコンクリートの施工が必要となった。

４. 事業費の見直しについて

至 名古屋

至 松本

【詳細資料１】

掘削方向

＜切羽評価による岩判定＞

掘削面積 66m2

パ
タ
ー
ン

ＣⅡ

パ
タ
ー
ン

ＤⅠ

【主な構造】

・鋼アーチ支保工
H125×H125

・ロックボルト
L=3000×14本

・インバート なし
・覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ t=300

【主な構造】

・鋼アーチ支保工
H125×H125

・ロックボルト
L=4000×17本

・インバート t=450
・覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ t=300
・金網

φ5×150×150

未掘削 188ｍ 掘削済（2019.8.30時点） 1310ｍ

崖鐘堆積物

段丘堆積物

泥岩

砂岩

チャート

凡例

dt

Tr

Ms

Ss

Ch

実際の掘削で地質分類が変更となり
支保パターンが変更となった

ボーリング調査位置

トンネル延長 1498ｍ

標高963ｍ

標高822ｍ

標高862ｍ

＜当初＞

弾性波探査より支保パターンCと想定

1.0㎞/s

2.0㎞/s

3.0㎞/s

支保パターン（当初） ＤⅢ ＤⅠ ＣⅡ ＤⅠ ＣⅡ ＤⅠ ＤⅢ

支保パターン（変更） ＤⅢ ＤⅠ ＣⅡ ＤⅠ ＤⅠ ＤⅠ ＤⅠ ＤⅢ

－ ８ －

至 松本

至 名古屋

・鏡吹付けコンクリート



－ ９ －

６．県・政令市への意見聴取結果

７．対応方針（原案）

■一般国道１９号桜沢改良の事業を継続する。

■長野県の意見

一般国道19号は、本県および国土の骨格となる重要な道路であり、「桜沢改良」は、地域における日常生活、広域交通の
安全・円滑化、観光の活性化に必要不可欠な事業です。

ついては、事業を継続し、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要望します。

また、事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。

５．代替案立案等の可能性の視点

■一般国道１９号桜沢改良は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、

現道の防災課題箇所の解消など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化が無いことから、

現計画が最も適切であると考えます。


